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『独逸文学』第53号執箪申し込み要領
1. 申し込み、原稿送付、問い合わせ先：
関西大学文学邸ドイツ語ドイツ文学専修合同研究室気付
『独逸文学」絹集委員会
住所 564-8680 吹田市山手町3-3 -35 
E-Mail:dokubun@cm.kansai-u.ac.jp 
2. 執筆申し込み期限： 2008年7月20日
（予定題目と800字程度の概要を添えること）
3. 原稿締め切り期限： 2008年10月30日 (2009年3月20日刊行予定）
4. 原稿の規格：
1) A 4版横書き
2) 日本語の場合： 1ページ全角32文字X32行
ドイツ語の場合：半角64文字X32行
3)注は脚注とする
4)その他詳細については「執筆要領」を参照のこと
5. 原稿の種類と枚数制限（それぞれ上記規格で）
1)研究論文： 20ページ程度
（日本語で執筆する場合には上記規格で2ページ程度のドイツ
語レジュメを添えること。その際、ネイテイヴチェックを受けた
ものであるか否かを明記）
2)翻訳： 20ページ程度
3)研究ノート： 12ページ程度
4)マルジナリア： 8ページ程度
5)書評： 4ページ程度
6)新刊紹介、エッセイ： 2ページ程度
6. 原稿送付の際の注意点：
1)完全原稿とともに、原稿データファイルを提出のこと
2)原稿データファイルは、フロッピーの形で郵送するか、あるい
は電子メールにて添付ファイルの形で送付すること
3)原稿データファイル送付に際しては、使用したソフトウェア名
またはワープロ機種名を明記のこと (WindowsのWordファイル
が望ましい）
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関西大学独逸文学会会則
第 1条 本学会は関西大学独逸文学会と称する。
第2条 本学会はドイツ語学・文学・文化・ドイツ語教育の研究および
普及をはかることを目的とする。
第3条 本学会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。
1. 毎年 1回総会を開く。
2. 毎年研究発表会を開く。
3. 毎年機関紙を発行する。
4. その他研究会、講演会などを行う。
第4条 本学会は次の会員で組織する。
1. 本学の専任教員で本学会の趣旨に賛同する者。
2. 本学学部学生・大学院生ならびに卒業生で本学会の趣旨に賛同
する者。
3. その他本学会の趣旨に賛同する者。
第5条 本学会は会長1名・幹事会を置く。
1. 会長は幹事会が会員の中から推薦し、総会が嘱任する。
任期は2年とし再任を妨げない。
2. 幹事会は、本学専任教員の会員で構成する。
第6条 本学会は企画委員会、編集委員会、および会計委員を置く。企
画委員、編集委員、会計委員は、幹事会が会員の中から委嘱す
る。委員の任期は 2年とし再任を妨げない。
第7条 会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする
第8条 会費（年額）は次の通り。常勤職を持つ一般会員（＝会費区分
A)は6,000円、常勤職を持たない一般会員（＝会費区分B)
は4,000円、大学院生を含む学生会員（＝会費区分C)は3,000円。
（会費区分については自己申告とする。また本学専任教員は別
途定める。）会費滞納5年で会員の資格を失う。
第9条 本学会の事務室は本学文学部ドイツ語ドイツ文学専修合同研究
室に置く。
116 
第10条 会則の変更は幹事会を経て総会の審議によって行う。
付則 この会則は2006年9月30日から適用する。
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